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特集　神奈川県博物館協会主催講演会 

知っておきたい博物館の話「博物館のまわり：ボランティアの活躍」の開催

平成29年度神奈川県博物館協会 自然科学部会幹事 

横須賀市自然・人文博物館　内舩　俊樹 

神奈川県博物館協会の講演会（シンポジウム）

は、3部会合同で企画する研修会として、主に一

般公開で開催しています。近年では平成21年度

の「講演会とフリートーク：博物館の過去と現

在」が協会報82号の特集「博物館の過去と現在

－聞いておきたい博物館の話－」として掲載され

て以降、「聞いておきたい博物館の話」シリーズ

となり、平成25年度からは協会60周年（平成27

年度）を控え名称を「知っておきたい博物館の

話」に変えました。様々な博物館人に登壇いただ

くとともに、登壇者の話の後には来場者を含めた

フリートークを実施してきました。

平成29年度の「知っておきたい博物館の話」

には、シリーズの新たなテーマを考えるキーワー

ドとして「博物館のまわり」が与えられました。

これまで博物館のあり方や様々な分野で活躍する

博物館人に焦点を当ててきましたが、その周辺に

も話題を拡げる試みとして、テーマを「ボラン

ティア」としました。

博物館のボランティア活動には、展示室で来館

者の学びに寄り添ったり、バックヤードで学芸員

をサポートしたり、博物館内やフィールドで資料

や現場を調査するなど、館園や分野などによって

様々な活動があります。しばしばボランティアス

タッフは博物館の核となる学芸活動をも担うこと

から、一括りに「博物館のまわり」とするのは妥

当でないこともあるでしょう。

シンポジウム「博物館のまわり：ボランティア

の活躍」（平成30年2月10日、川崎市市民ミュー

ジアム）では、地域博物館の学芸員・館長の経験

をもち、国内外の博物館を多く視察してこられ

た、横須賀市自然・人文博物館元館長の林 公義

氏に基調講演をお願いしました。続く2つの報告

は、相模原市立博物館と平塚市博物館のボラン

ティア事例について、担当の学芸員とボランティ

アの方が組になっての登壇で、相模原市立博物館

はボランティア担当の木村弘樹学芸員と「市民学

芸員」の畠山義道氏に、平塚市博物館は天文担当

の藤井大地学芸員とワーキンググループ「天体観

察会」の永井和男氏に、それぞれお願いしまし

た。ディスカッションでは登壇者だけでなく会場

からも発言が寄せられ、ボランティアを既に受け

入れている／検討している学芸員からの質問や情

報提供のほか、ボランティアとして博物館に関

わっている方からもご意見が出るなど、活発な議

論が起こりました。

前述のシンポジウムの内容・様子は、次頁以降

に掲載されている記事や研修会参加記をご覧くだ

さい。また、協会報の既刊では74号（平成15年

刊）に特集「博物館におけるボランティア活動」

が組まれています。本号と合わせてお読みいただ

くことで、先のシンポジウムで掘り下げることが

できなかった、時代や社会状況とともに変化した

／変わることない「博物館のまわり」を考える一

助になることでしょう。


